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1984年出上の木簡
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  |

5cm _

大
阪

・

所
在
地
　
　
　
大
阪
府
和
泉
市
池
田
下
町

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
一
〇
月
を

一
九
八
〇
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
広
頑
和
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡
な
ら
び
に
集
落
跡

６
　
迫還
跡
の
年
代
　
七
ぞ
九
世
紀
、　
ご

一ぞ

一
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

池
田
寺
遺
跡
は
、
模
尾
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
て

い
る
。　
こ
の
遺
跡
の
沿
車
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。　
ま
ず
、　
七
世
紀
初
頭
に

掘
立
柱
建
物
か
ら
な
る
集
落
が

営
ま
れ
た
。
七
世
紀
後
半
に
は

「
池
田
」

「‐池
田
堂
」
の
文
字

瓦
を
伴
う
古
代
寺
院
が
造
営
さ

れ
た
。
こ
の
寺
院
は
、
平
安
時

代
に
な
る
と
荒
廃
し
て
い
た
よ

多
だ
が
、　
〓

一、
三
世
紀
頃
に

は
復
興
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
の
ち
、
南
北
朝
前
後
に
な
る

4321

池霧
田だ

寺百
遺
跡

電
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と
、
か
な
り
の
遺
構

・
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
。
呪
符
が
出
土
し
た
の
は
、
寺
域

北
西
部
の
井
戸
群
の
一
つ
か
ら
で
、
こ
の
井
戸

（
ｓ
Ｅ
三
〇
一σ
は
瓦
質
井
筒
を

用
い
て
い
る
が
、
呪
符
は
井
筒
を
埋
置
す
る
た
め
の
掘
形
底
部
に
埋
め
込
ま
れ

て
い
た
。
井
筒
は
円
筒
形
の
体
部
に
、
外
方
へ
少
し
突
出
す
る
口
縁
部
が
つ
く

瓦
質
製
品
で
、
直
径
五
四
釦
、
器
高
五
三
甑
を
測
り
、
ほ
ば
同
大
の
井
筒
を
三

段
積
み
に
し
て
井
戸
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。
井
筒
埋
土
か
ら
は
、
七

・
八
世
紀

の
瓦
片
が

一
〇
点
出
土
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
井
筒
の
形
態
か
ら
判
断
す
る
と
、

Ｓ
Ｅ
三
〇
二
の
構
築
時
期
は
、
お
よ
そ

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
前
半
の

う
ち
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔Ｗ
　
　
。
「
中
幕
中
津
中
群
中
線
中
争
心
々

知ヽ
符
々
命
」

〔
員
と
き
々

。□
照
く
．へ丈
く
§
負
　
　
　
　
　
　
　
　
μ解］ｘ卜Φ益

出
上
し
た
木
筒
は

一
点
だ
け
で
、
形
態
は
、
長
方
形
の
材
の
先
端
を
カ
ッ
ト

し
て
山
形
に
し
た
も
の
で
、
両
面
に
墨
書
を
施
す
が
、
と
も
に
最
上
部
は
若
干

欠
損
し
て
い
る
。

表
の
上
部
に
は
、

「
口
」
字
様
の
も
の
を
上
下
方
向
に
五
個

置
い
た
も
の
を
横
に
三
列
並
べ
、
両
隣
を
×
で
結
が
。
そ
の
下
部
に

「
急

々
如

律
令
」
の
五
文
字
を
記
す
。
一異
に
は
梵
字
が
三
列
並
び
、
三
尊
仏
を
表
現
し
て

い
る
。

（広
瀬
和
雄
）




